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Abstract　A self-completed, anonymous questionnaire survey, involving 63 third-year students of 
University A who had undergone adult（acute care）nursing training, was conducted to examine their 
successful experiences, and qualitative and inductive analyses of the responses were performed. The 
response rate was 69.8%（44 students）. Students’ successful experiences included recognition of: ［the 
positive effects of specific preoperative advice］, ［the positive effects of specific rehabilitation training］, 
［the positive effects of specific lifestyle advice］, ［being trusted by patients by paying close attention 
to their feelings］, ［patients’ positive reactions to nursing practice］, and ［their own growth through 
acquiring experience］. Most of their experiences were related to the preoperative and convalescent 
periods, and not the acute period immediately after surgery. Their successful experiences varied 
depending on the clinical department attended by their patients and status of the progress of training. 
Immediately following surgery in particular, when it is more difficult to have successful experiences, 
it is necessary for teachers and clinical training instructors to collaborate with each other to provide 
students with support according to the characteristics of the clinical department attended by their 
patients and students’ readiness.

【要旨】A大学３年の成人看護学実習（急性期）における成功体験を明らかにすることを目的に，
63名を対象として，無記名自記式質問紙調査を行い，質的帰納的に分析した。回収率は69.8％（44
名）であった。学生が捉えた成功体験は，【個別的な術前指導の効果の実感】【個別的なリハビリ
テーションの効果の実感】【個別的な生活指導の効果の実感】【患者の気持ちに寄り添い信頼を得
た実感】【看護実践に対する肯定的反応の実感】【経験の積み重ねによる自己成長の実感】であった。
術前と回復期の内容が中心で，術後の急性期の内容は含まれなかった。また，成功体験は受け持
ち患者の診療科や実習の進度によって異なっていた。成功体験が得られにくい術後における教員・
臨地実習指導者等の連携した指導，受け持ち患者の診療科の特性や，学生のレディネスに応じた
指導の必要性が示唆された。
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成人看護学実習（急性期）における看護学生の成功体験

家族や看護師等との対人関係，環境の変化への適応，
患者の個別性に応じた看護過程の展開，記録・報告，
自己の健康管理など様々な課題に直面し，多くのスト
レスや不安を抱いていることが報告されている１-５）。一
方で，達成感や満足感を抱き，自己効力感が向上する
などの肯定的側面も明らかになっている６-８）。
自己効力感は課題を遂行する際の「～できる」とい

う見通しや確信であり，自己効力感に最も影響を及ぼ
す要因は「成功体験」であると言われている９）。自己効

Ⅰ．緒　　言

看護基礎教育における臨地実習の目的は，講義や演
習で学んだ知識と技術を実習場面での実践を通して統
合することである。その過程において，学生は，患者・

短 　 　 報
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力感を向上させ，学習意欲を高めるためには，課題を
成し遂げることで達成感を感じた成功体験を積み重ね
ることが重要であると考える。しかし，臨地実習の中
でも，周手術期看護に焦点を当てた成人看護学実習（急
性期）（以下急性期実習とする）においては，患者の身
体的・心理的苦痛が大きく，学生が困難感を抱きやす
いことや，看護過程の展開が速いこと，一般病棟・手
術室・集中治療室といった実習環境の変化に適応しに
くいことなど，学生が直面する課題が多く，成功体験
が得られにくいと推察される。さらに，急性期実習の
指導の特徴として，実習場所が一般病棟・手術室・集
中治療室等複数であり，学生のレディネスを把握して
いる教員が常に付き添って指導を行うことができない
など，学習支援上の課題があり，学生が成功体験を得
にくいと考えられる。
臨地実習における自己効力感に関する先行研究にお

いては，臨地実習での成功体験が自尊感情や自己効力
感を高めることは明らかになっているが７，８），臨地実
習における学生の成功体験を焦点化した研究は少なく，
学生がどのような成功体験をしているのかについては
明らかになっていない。そこで，成功体験が得られに
くいと推察される急性期実習における実習指導への示
唆を得るために，急性期実習での学生の成功体験の内
容を明らかにすることを目的として本研究を行った。

用語の定義
成功体験
急性期実習の実習期間中に，学生が周手術期の患者
の看護実践を通して達成感を感じた体験とする。

Ⅱ．方　　法

１．研究デザイン
急性期実習における学生の成功体験の具体的内容に

ついては明らかになっていないため，質的帰納的研究
とした。

２．対象者
平成23年度 A大学３年次の急性期実習を履修した学

生63名。

３．実習の概要
１）実習目的・目標
急性期実習の目的は，手術を受ける対象を通して，

手術・全身麻酔（侵襲）による急性状態から回復過程
をたどる対象を理解し，対象の状態に応じた適切な看

護を行うために必要な基礎的能力を養うことである。
実習目標は，①疾患・手術および全身麻酔について理
解できる，②周手術期にある患者を全人的に理解し，
患者の健康に関わる看護上の問題を解決に導くための
援助方法を立案できる，③手術および全身麻酔（侵襲）
に伴う術後合併症や機能障害に対して適切な看護実践
ができる，④看護専門職者としての基本的な態度を養
うという４項目からなる。
２）実習方法
３年次の臨地実習は９月から翌年の３月にかけて，
１グループ５～７名からなる全10 グループが，成人・
小児・母性・老年・精神看護学各領域の実習を行う。
急性期実習の実習期間は３週間であり，２グループず
つ同時期に，全５回の実習を行う。
急性期実習では，全身麻酔で手術を受ける成人期から

老年期の患者を受け持ち，術前から術後の看護過程を展
開する。なお，手術見学は全学生が体験している。実習
中は毎日，学生・教員・臨地実習指導者で，受け持ち患
者の看護や，学生が感じた問題等についてのカンファレ
ンスを行っている。また，学生と教員で手術見学におけ
る学びや，回復過程を振り返る機会を設けている。
実習場所は，基本となる実習病棟から手術室，

Intensive Care Unit（以下 ICUとする），High Care Unit（以
下 HCUとする）など，患者の移動に伴って学生も実習
場所を移動する。
３）実習指導体制
１グループにつき１名の教員が指導を行っている。
また，各実習病棟に２～３名の臨地実習指導者がおり，
毎日１名が実習指導を担っている。具体的役割につい
ては，教員は主に複数の実習場所における調整役割を
果たし，学生個々のレディネスを踏まえて個別的な体
験を統合する過程を支援している。臨地実習指導者や
看護スタッフは主に看護実践場面を通して役割モデル
を示している。

４．調査方法
各グループの急性期実習最終日に，対象者に研究目

的・方法，研究参加の任意性等の倫理的配慮について
文書と口頭で説明し，無記名自記式質問紙調査を行っ
た。アンケート用紙の回収は，回収箱を設置し，実習
終了後１週間以内を期限として回収した。アンケート
の回収により，研究参加の同意が得られたとした。

５．調査内容
１）個人属性
実習の進度（何回目の実習であるか），急性期実習中
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の受け持ち患者数，受け持ち患者の年齢・性別・診療科，
ICU・HCU入室経験について調査した。
２）学習支援
実習期間中に，教員・臨地実習指導者・看護スタッ

フの支援を十分に受けたと感じたかについて，「十分」，
「どちらかと言えば十分」，「どちらかと言えば不十分」，
「不十分」の４段階で調査した。また，どのような支援
が良かったか，あるいは悪かったかについては自由記
載とした。
３）成功体験
学生が成功体験と捉えた場面が何場面あったかにつ

いては，「１場面」，「２場面」，「３場面以上」「なかった」
の選択式とした。成功体験の内容については自由記載
とした。なお，アンケート用紙には，成功体験の定義
を説明した上で，実習における成功体験場面を想起し
てもらい，できるだけ具体的に記載するよう明記した。

６．分析方法
数量的データについては単純集計を行い，学生が成
功体験と捉えた場面については，以下の方法で質的帰
納的に分析した。なお，分析の過程は共同研究者で共
に行い，信頼性・妥当性を高めるよう努めた。
１）成功体験の定義と照らし合わせて，成功体験が記

載されていると研究者が判断した内容を抽出した。
２）抽出したデータの意味内容を損なわないように，

１文に１つの内容が含まれるような短文にした。
３）内容の類似性によってサブカテゴリー化，カテゴ

リー化した。

7．倫理的配慮
島根大学医学部看護研究倫理委員会の承認を得た。
対象者には研究目的・方法，研究協力は自由意思に基
づくこと，本研究への協力の有無は成績には影響せず，
アンケート回収箱の開封は成績を出し終えた後に行う
ことで成績への影響がないことを保証すること，個人
情報の保護，結果の公表について口頭と文書で説明し
た。また，研究者の連絡先を明記して質問には十分に
対応できるようにした。アンケートは回収箱を設置し
て回収した。回収箱は研究者が直接回収場面を確認で
きない場所に設置し，回収をもって同意が得られたと
した。なお，アンケートは無記名で行い，個人が特定
されるような学生の性別等の質問項目は作成していな
い。また，自由記載の固有名詞は匿名とすることで個
人が特定されないように配慮した。
３年次の全ての実習が終了し，成績を提出した後に
アンケート回収箱を開封し，データの分析を開始した。

データは本研究目的以外では使用せず，鍵のかかる部
屋で保管し，研究終了後には速やかに破棄することと
した。

Ⅲ．結　　果

アンケート回収率は69.8％（44名）であった。
１．個人属性
１）実習の進度
急性期実習１回目が12名，２回目が５名，３回目が

11名，４回目が10名，５回目が６名であった（表１）。

２）受け持ち患者の状況
①受持ち患者数
患者１名を受け持った学生は19名，２名受け持っ

た学生は21名，３名受け持った学生は３名，無回答
は１名であった（表２）。

②受け持ち患者の年齢・性別・診療科
20歳代が１名，30歳代が１名，40歳代が５名，50
歳代が６名，60歳代が19名，70歳代が23名，80歳代
が12名であった（表３）。男性のみ受け持った学生は
14名，女性のみは15名，両方が15名であった（表４）。
受け持ち患者の診療科は，消化器外科が19名，呼吸

表１　実習の進行状況

表２　受持ち患者数

表３　受け持ち患者の年齢
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器外科が10名，心臓血管外科が４名，整形外科が13名，
耳鼻咽喉科が６名であった（表５）。消化器外科，呼
吸器外科はがん患者が大多数を占めていた。心臓血
管外科は弁置換術，整形外科は人工関節置換術を受
ける患者が多かった。耳鼻咽喉科は副鼻腔炎，扁桃
摘出術を受ける患者であった。
③ ICU・HCU入室経験
術後，受持ち患者の移動に伴い，ICU入室経験の

ある学生は18名，HCU入室経験のある学生は１名で
あった（表６）。

２．学習支援
教員の指導に対しては，「十分」が28名（63.6％），「ど
ちらかと言えば十分」が16名（36.4％）であった。その
理由としては，「できていないこと，できていることに
ついてフィードバックしてもらえた」など学生が行っ
たケアに対するフィードバックがあったこと，「看護展
開で分からなくなった時に具体的に方向を示してもら
えた」など看護過程の展開についての支援があったこ
と，「丁寧に優しく指導してもらえた」などの情緒的支
援があったことなどが記載されていた。
臨地実習指導者の指導に対しては，「十分」が26名

（59.1％），「どちらかと言えば十分」が17名（38.6％），「ど
ちらかと言えば不十分」が１名（2.3％）であった。そ
の理由としては，「カンファレンスでその日の振り返り
をしてもらった」など学生が行ったその時々のケアに
対するフィードバックがあったこと，「患者のケアに対
して具体的なアドバイスをいただいた」など具体的な

助言が得られたことなどが記載されていた。
看護スタッフの指導に対しては，「十分」が17名

（38.6％），「どちらかと言えば十分」が23名（52.3％），「ど
ちらかと言えば不十分」が４名（9.1％）であった。そ
の理由としては，「忙しい中，たくさんのアドバイスを
いただいた」などが記載されていた。

３．成功体験の回数
成功体験の場面回数は，１場面の学生が21名，２場

面の学生が６名，３場面以上の学生が６名，なかった
学生が１名，無回答の学生が10名であった（表７）。成
功体験の回数が無回答の学生も，成功体験の内容につ
いては全員が回答していた。

４．成功体験の内容
成功体験の内容は40抽出され，それをサブカテゴリー
化，カテゴリー化した結果，12のサブカテゴリーと，
６のカテゴリーが導き出された（表８）。成功体験の内
容は，術前と回復期の内容が中心であり，術後の急性
期の内容は含まれなかった。以下カテゴリーを【　】，
サブカテゴリーを〈　〉，内容を「　」で示す。
１）【個別的な術前指導の効果の実感】
学生は，「個別性のある術前訓練パンフレットを作成

し，患者に理解してもらえた」など，〈個別的な術前指
導により患者の理解を得たこと〉を成功体験に挙げて
いた。また，「術前訓練を根拠をもって行え，患者が訓
練に励んでくれた」など，〈患者が術前・術後に主体
的に指導内容を実施してくれたこと〉，さらに，「術前
指導の結果，術後の患者の離床意欲を高めるなどの効
果が得られた」など〈術前指導の効果が得られたこと〉
を挙げていた。
２）【個別的なリハビリテーションの効果の実感】
このカテゴリーは，整形外科の患者を受け持った学

生のみの成功体験であった。学生は，「自分で考えたリ
ハビリを通して，患者の回復意欲を支えることができ
た」など，〈個別的なリハビリテーションにより回復意
欲が向上したこと〉，「自分で考えたリハビリの結果，
患者の巧緻性が改善した」など，〈個別的なリハビリテー
ションにより身体機能が回復したこと〉を挙げていた。

表４　受け持ち患者の性別

表５　受け持ち患者の診療科

表６　ICU・HCU入室経験

表７　成功体験場面

佐藤美紀子・森山美香・矢田昭子・秋鹿都子42



表８　成功体験の内容
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３）【個別的な生活指導の効果の実感】
学生は，「個別性のある退院指導パンフレットを作成

し，患者に理解してもらえた」など，〈個別的な生活指
導により患者の理解が得られたこと〉，また，「退院指
導を実施し，患者が退院後の生活を見直す機会となっ
た」など，〈根拠ある生活指導により患者の意識・行動
が変化したこと〉を挙げていた。なお，患者の意識・
行動の変化が見られた体験については，実習経験を積
んだ４・５回目の実習の体験であった。
４）【患者の気持ちに寄り添い信頼を得た実感】
身近な存在である学生だからこそ得られる患者の情

報もあり，学生は，「患者の不安を看護師に伝え対処し
てもらったことで患者が安心された」など，〈代弁者の
役割遂行により患者の安心感が得られたこと〉，また，
〈患者が自分だけに気持ちを表出してくれたこと〉を挙
げていた。
５）【看護実践に対する肯定的反応の実感】
学生は，「下剤の使用に抵抗のある患者に腰部温罨法
をして排便があった」など〈看護実践により患者から
肯定的反応が得られたこと〉，また，「洗髪をして患者
に気持ちが良かったと言ってもらえた」など，実施し
たケアに対して〈患者から直接感謝の言葉をもらった
こと〉を挙げていた。なお，患者から感謝の言葉をもらっ
た体験は，実習の初期段階である１～３回目の実習の
成功体験であった。
６）【経験の積み重ねによる自己成長の実感】
学生は，急性期実習で「２例受け持ち，１例目にで

きなかったことが主体的に実施できた」，「基礎実習で
できなかったドレーンの観察を実施できた」という〈経
験の積み重ねにより自己の成長を実感したこと〉を挙
げていた。

Ⅳ．考　　察

１．急性期実習の学生の成功体験の特徴
急性期実習の成功体験の内容として特徴的なものは

術前指導のみであった。その背景には，急性期実習特
有の課題があると考える。先行研究において，学生は
急性期看護の展開の速さに驚きを感じ，状況について
いくことに精一杯であることや，先を見通した看護の
必要性を認識しながらも，実際にせん妄などの症状が
出現した場合に戸惑いを感じていることなどが報告さ
れている10）。また，患者の心身の苦痛の大きい術後に
は，学生は「患者の変化に対応した援助ができなかっ
た」「患者に何もできなかった」と否定的な感情を抱
く場合があり，急性期実習の学生の満足度は低いこと

も報告されている11）。このように，術直後には患者の
心身の状態の変化が激しく，学生主体で実施する看護
実践場面が少ないことや，学生が直面する課題が多く
なることから，成功体験が得られにくかったと考えら
れる。
術後の看護においては，患者の全身状態の観察を行

い異常の早期発見に努めること，術後合併症等のリス
クを予測し，予防すること，術後疼痛の緩和が重要で
ある。これらの内容を学生の成功体験につなげること
が学習支援上の課題である。先行研究において，実習
中に学生が捉えた「失敗」が意味するものは，実習中
に抱いた疑問や看護実践の意味を解明することができ
ず，自己の看護実践に自信がもてなかったことである
と報告されている12）。術後観察の場面においては，学生
の観察・アセスメント結果に対して，臨地実習指導者
または看護スタッフがタイムリーにフィードバックを
行う必要がある。そして，教員には，臨地実習指導者
や看護スタッフと連携を図りながら，術後観察場面の
振り返りにより，その時の体験の意味づけを行い，疑
問を残さないような支援が求められる。また，本研究
結果の有効な学習支援として，教員の情緒的支援があっ
たことが挙げられていたことから，患者の急激な心身
の変化に対応するための学習課題の増加や，実習環境
の変化への適応など，学生の心理的負担が増加する術
後には，学生への情緒的な支援も行わなければならな
い。
成功体験として挙げられた術前指導，リハビリテー

ション，生活指導に共通することは，学生が患者の個
別性を考慮し，学生主体で実施した結果として，患者
の意識・行動の変化が見られた体験であった。このこ
とから，学生が患者の個別性を捉えられるように支援
すること，患者の心身の状態が安定している術前や回
復期において学生主体で実施する看護実践の機会を増
やすこと，患者の意識・行動の変化を捉えられるよう
に肯定的フィードバックを行うことが必要である。

２．成功体験への影響要因
受け持ち患者の診療科の特性や実習の進度によって

成功体験の内容が異なっていたことから，成功体験に
は，受け持ち患者の診療科，実習の進度が影響するこ
とが示された。
受け持ち患者の診療科による成功体験については，
リハビリテーションは整形外科の患者を受け持った学
生に特徴的な内容であった。これらの学びや体験を共
有する場を設ける必要がある。また，入院患者の在院
日数が短縮化する中13，14），リハビリテーション等の回復
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期の看護実践を学生が体験することが困難な現状があ
る。術後の身体機能の回復については，退院を前にし
た生活指導を通して学習できるように支援する必要が
ある。
実習の進度については，実習初期段階の学生は，患

者から感謝されたことを成功体験と捉えていた一方
で，実習経験を積んだ学生は，根拠あるケアを実施し
た結果，患者の意識・行動が変化したことを成功体験
と捉え，より高度な内容に変化していた。実習初期段
階の学生は自己の看護実践を，漠然とした患者の言葉
で評価しているが，実習経験を重ねることによって，
患者の変化を的確に捉えて客観的に評価することがで
きるようになっていると考えられる。したがって，他
領域での実習経験も考慮し，学生のレディネスに応じ
た学習支援を行う必要がある。また，臨地実習指導者
や看護スタッフは断片的な場面で学生の指導に関わる
ため，学生のレディネスを把握することが困難であり，
教員・臨地実習指導者・看護スタッフの連携が不可欠
である。

研究の限界と今後の課題
本研究は１大学の結果であり，教育機関や実習施設
による差は否定できない。また，対象者が44名と少なく，
さらに対象数を増やして調査する必要がある。

Ⅴ．結　　論

１．急性期実習における成功体験は【個別的な術前指
導の効果の実感】【個別的なリハビリテーションの効
果の実感】【個別的な生活指導の効果の実感】【患者
の気持ちに寄り添い信頼を得た実感】【看護実践に対
する肯定的反応の実感】【経験の積み重ねによる自己
成長の実感】であり，術前と回復期の内容が中心で
あった。
２．成功体験の内容は受け持ち患者の診療科によっ
て異なり，リハビリテーションは整形外科の患者
を受け持った学生に特徴的な内容であった。また，
実習の進度によって異なり，実習経験の積み重ね
により，患者からの感謝の言葉から，根拠ある看
護実践の結果として患者の意識・行動が変化した
ことへと，成功体験の内容はより高度なものに変
化していた。

３．成功体験が得られにくい術後における教員・臨地
実習指導者等の連携した指導，患者の心身の状態が
安定している時期に学生主体での看護実践の機会を
設け，肯定的フィードバックを行うこと，受け持ち

患者の診療科や，学生のレディネスに応じた指導の
必要性が示唆された。
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